
地域ぐるみで考えるエネルギー 
 

東工大のエネスワローをヒントに 

東京工業大学 

神田学 



地域の活性化 
 

    環境は街づくりの一環である 
 

  （１）礎（歴史・文化） 
  （２）糧（経済性）     エネルギー 
  （３）舵（リーダー） 
  （４）絆（共助）       みんなで考える 
 

      



5.0社会 膨大なエネルギー需要と環境の両立 

狩猟社会 1.0 

農耕社会 2.0 

工業社会 3.0 

情報社会 4.0 

未来社会5.0 
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時間・空間的に著しく偏る 
資源（食糧・水・エネルギー） 

 （１） 食糧           ： 貧富の差、食品ロス（1/3廃棄） 

 （２） 水             ： 豪雨と渇水、都心と郊外 

 （３） エネルギー  ： ピーク電力と夜間電力 

地域協働による資源の再配分と有効利用 

・昔は、味噌や醤油を融通し合っていた 
・個別には、雨水貯留、節電、倹約…… 
・地域協働による資源再配分（例：スマートグリッド） 



太陽パネルで覆われた環境エネルギー棟 



スマートグリッド（エネスワロー） 
太陽電池、燃料電池をミックスして再配分 

最大消費電力のカット 
キャンパス全体で電力の効率利用 



https://www.tainavi-switch.com/contents/204/ より
引用 

個人の節電から地域の節電へ 

https://www.tainavi-switch.com/contents/204/
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